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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平板状のベース部と、前記ベース部に携帯型超音波診断装置の後端部を着脱可能に取り
付ける装着部と、前記携帯型超音波診断装置に充電する充電器を内蔵した本体部とを備え
、
　前記装着部は、支持部と回転部とを備え、
　前記支持部は前記ベースの両側に設けられ、この一対の支持部によって、棒状の一辺に
取付面を備えた前記回転部が支持され、前記回転部は、前記取付面を上方に向けた位置か
ら前方に向けた位置まで可動にする機構を備えている
　ことを特徴とする携帯型超音波診断装置用載置台。
【請求項２】
　平板状のベース部と、前記ベース部に携帯型超音波診断装置の後端部を着脱可能に取り
付ける装着部と、前記携帯型超音波診断装置に充電する充電器を内蔵した本体部とを備え
、
　前記装着部と前記本体部は前記ベース部の前後に配置され、前記装着部は長手方向を左
右にする姿勢で配置され、前記本体部は前記ベース部から隆起して形成され、前記本体部
の前側の上部にハンドル部を備えている
　ことを特徴とする携帯型超音波診断装置用載置台。
【請求項３】
　前記請求項１または２に記載の携帯型超音波診断装置用載置台において、
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　前記本体部は、その背面壁に超音波探触子を保持するための備品装着部を備えている
　ことを特徴とする携帯型超音波診断装置用載置台。
【請求項４】
　平板状のベース部と、前記ベース部に携帯型超音波診断装置の後端部を着脱可能に取り
付ける装着部と、前記携帯型超音波診断装置に充電する充電器を内蔵した本体部とを備え
、
　前記ベース部は、その底面部に円盤状の薄い脚部を備え、この脚部はベース部を旋回可
能に支持している
　ことを特徴とする携帯型超音波診断装置用載置台。
【請求項５】
　平板状のベース部と、前記ベース部に携帯型超音波診断装置の後端部を着脱可能に取り
付ける装着部と、前記携帯型超音波診断装置に充電する充電器を内蔵した本体部とを備え
、
前記本体部は、備品装着部と、この本体部の前部の上方に設けられるハンドル部とを備え
、
　前記装着部は、携帯型超音波診断装置を取り付ける取付面を備えた回転部と、この回転
部を支持する支持部とを備え、
　前記取付面には、携帯型超音波診断装置の後端部を保持する嵌合部と、前記保持状態で
携帯型超音波診断装置に電源を供給する充電端子を備えていることを特徴とする携帯型超
音波診断装置用載置台。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ノート型の携帯型超音波診断装置を載置するための携帯型超音波診断装置用
載置台に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の超音波診断装置は、移動可能な台車に各種装置を搭載したワゴンタイプが主流で
あるが、可搬性に優れた携帯型超音波診断装置が発表されている。その代表的な形態がノ
ートタイプと呼ばれる携帯型超音波診断装置である。このノートタイプと呼ばれる携帯型
超音波診断装置は、薄型の本体筺体に対して表示装置を備えた蓋筺体を折りたたみ可能と
する構造を備えている。
【０００３】
　この携帯型超音波診断装置は、通常は、テーブル面に設置されており、緊急の場合に、
持ち運んで使用する。この携帯型超音波診断装置は、充電可能なバッテリー部を備えてい
るため、設置状態では充電器を介して電源供給を受け、持ち運んだ先では、バッテリー部
から電源供給を受けることにより、利用することができる。
【０００４】
　従来の一般的な充電器は、電源コードの中間部に箱形の充電器本体を備えている。電源
コードの一方を家庭内配線に接続し、他方を電源供給を受ける機器に接続するのが一般的
である。
【０００５】
　携帯電話などでは、水平の姿勢から垂直方向に傾動自在に設けた起立壁をケース本体に
取り付けることにより、収納時は起立壁を水平の姿勢とすることでコンパクトな形態とし
、使用時は起立壁を垂直方向に傾動させて、この起立壁をガイドにして電気機器を投げ込
み方式で充電させることができるものなどが提案されている（例えば、特許文献１）。
【０００６】
　また、情報機器などでは、ノート型パソコンに供給するためのＤＣ電源を得る電源装置
やノート型パソコンからの音声出力のステレオ再生を行うための装置などをコンパクトに
納めた補助装置を準備し、この補助装置の上にノート型パソコンを載せて用いその機能及
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び使い勝手を向上させるものが提案されている（例えば、特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平９－１９０７０号公報
【特許文献２】特開平１１―５３０５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　前記したように、携帯型超音波診断装置は、通常は、テーブル面に設置されており、緊
急の場合に、持ち運んで使用する。したがって、通常の使用時では、バッテリー付きの携
帯型超音波診断装置に電源を供給し、使用しない状態では、携帯型超音波診断装置への電
源供給を維持しつつ携帯型超音波診断装置をコンパクトに収納できれば、テーブル面を広
く使えて有効である。しかし、このような課題を解決できる従来技術は提案されていない
。
【０００９】
　また、携帯型超音波診断装置においては、超音波探触子などの付属品が必要であるが、
携帯型超音波診断装置を搬送（持ち運び）時に付属品も同時に搬送できる提案も従来技術
ではなされていない。
【００１０】
　そこで、この発明の目的とするところは、携帯型超音波診断装置の使い勝手を向上する
充電機能を備えた携帯型超音波診断装置用載置台を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記目的を達成するために、この発明に係る携帯型超音波診断装置の携帯型超音波診断
装置用載置台は、平板状のベース部の前部に携帯型超音波診断装置の装着部を備え、充電
器を内蔵した本体部を備える。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、携帯型超音波診断装置を使い勝手を向上する充電機能を備えた携帯型
超音波診断装置用載置台を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明に係る携帯型超音波診断装置用載置台の概略構造図であり、図１（ａ）が
携帯型超音波診断装置用載置台の外観斜視図であり、図１（ｂ）が携帯型超音波診断装置
の装着状態を示す側面図であり、図１（ｃ）が携帯型超音波診断装置の使用状態を示す側
面図である。
【図２】本発明に係る携帯型超音波診断装置用載置台の動作機構部の詳細構造図であり、
図２（ａ）が装着部３０に設けられる折りたたみ回転機構部３６の概略図であり、図２（
ｂ）がベース部１０に設けられる旋回機構部１１の断面図である。
【図３】本発明に係る携帯型超音波診断装置用載置台の外観図であり、図３（ａ）が平面
図、図３（ｂ）が右側面図、図３（ｃ）が正面図、図３（ｄ）が背面図である。
【図４】本発明に係る携帯型超音波診断装置用載置台の使用状態図であり、図４（ａ）が
携帯型超音波診断装置１００を立てた姿勢で載置台１に収納した状態の側面図、図４（ｂ
）が携帯型超音波診断装置１００を横姿勢で装着した状態の側面図である。
【図５】本発明に係る携帯型超音波診断装置用載置台の使用状態図であり、図５（ａ）が
載置台１の引掛具８１に超音波探触子を取り付けた状態の斜視図、図５（ｂ）が引掛具８
１を取付溝６４に取り付けた状態の部分断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】



(4) JP 5563064 B2 2014.7.30

10

20

30

40

50

　以下、図１から図５を参照して、この発明に係る携帯型超音波診断装置用載置台を詳細
に説明する。
【００１５】
　先ず図１を参照して、携帯型超音波診断装置用載置台の概略構造を説明する。ここで、
図１は本発明に係る携帯型超音波診断装置用載置台の概略構造図であり、図１（ａ）が携
帯型超音波診断装置用載置台の外観斜視図であり、図１（ｂ）が携帯型超音波診断装置の
装着状態を示す側面図であり、図１（ｃ）が携帯型超音波診断装置の使用状態を示す側面
図である。
【００１６】
　図１において、符号１で総括的に示すこの実施例に係る携帯型超音波診断装置用載置台
は、ノート型と呼ばれる充電バッテリー部を備えた超音波診断装置１００に電源を供給し
、かつ、これを収納して保持し、この保持した状態で超音波診断装置１００を搬送する（
持ち運ぶ）ことが可能なものである。ここで、この発明で定義するノート型の携帯型超音
波診断装置１００とは、薄型の本体筺体に対して表示装置を備えた蓋筺体を折りたたみ可
能とする構造を備えているものを言う。この携帯型超音波診断装置１００は、背面側に充
電端子や各種の端子を備えているので、本発明に係る携帯型超音波診断装置用載置台１で
は、この携帯型超音波診断装置１００の背面部を保持する構造を備えている。
【００１７】
　さて、この携帯型超音波診断装置用載置台１は、平板状のベース部１０と、このベース
部１０の前部に設けられる装着部３０と、このベース部１０の後方に設けられる本体部６
０を含んで構成する。この実施例では、ベース部１０を薄い板状の円盤形状としているが
、これに限定されるものではなく四角形状でもよい。
【００１８】
　装着部３０は、ノート型の携帯型超音波診断装置１００の後端部１０１を保持して電源
を供給するものである。装着部３０は、携帯型超音波診断装置１００を取り付ける取付面
３２を備えた回転部３１と、この回転部３１を支持する支持部３３とを含んで構成される
。この実施例では、回転部３１を棒状の形状とし、その長手方向の１辺に取付面３２を形
成している。そして、この回転部３１は、ベース部１０に取り付けられる一対の支持部３
３により、その長手方向の両側を回転可能に保持されている。
【００１９】
　また、取付面３２には、携帯型超音波診断装置１００の後端部１０１を保持する嵌合部
３４と、前記保持状態で携帯型超音波診断装置１００に電源を供給する充電端子３５が設
けられている。
【００２０】
　一方、本体部６０は、図示しない充電器を内蔵している。そして、この本体部６０の外
周には、超音波探触子１１０や超音波探触子のケーブルコネクタ１２０などを収納する備
品装着部８０や、携帯型超音波診断装置用載置台１を搬送する（持ち運ぶ）際に持ち手と
なるハンドル部６１を設けている。この実施例では、備品装着部８０として、本体部６０
の後方の外周面に設けられる超音波探触子１１０を保持するための引掛具８１と、本体部
６０の上面に設けられる超音波探触子１１０のケーブルコネクタ１２０を保持するための
凹状の保持部８２とを設けている。また、この実施例では、ハンドル部６１を本体部６０
の前側の上部に設けている。
【００２１】
　そして、この実施例に係る携帯型超音波診断装置用載置台１の大きな特徴の１つは、取
付面３２を上方に向けた収納姿勢Ａ（図１（ｂ））から取付面３２を前方に向けた使用姿
勢Ｂ（図１（ｃ））まで、装着部３０の回転部３１を回転可能に支持した点にある。
【００２２】
　即ち、この実施例によれば、図１（ｂ）に示すように、装着部３０の取付面３２に携帯
型超音波診断装置１００の後端部１０１を装着すれば、携帯型超音波診断装置１００に電
源を供給することができる。そして、図１（ｃ）に示すように、装着部３０の回転部３１
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を手前に回転させれば携帯型超音波診断装置１００を水平な姿勢とすることができるので
、この水平な姿勢で携帯型超音波診断装置１００を使用することができる。また、図１（
ｂ）に示すように、装着部３０の回転部３１を引き起こせば携帯型超音波診断装置１００
を垂直な姿勢で保持することができるので、携帯型超音波診断装置１００を携帯型超音波
診断装置用載置台１の上方にコンパクトに収納することができる。
【００２３】
　また、この実施例に携帯型超音波診断装置用載置台１の大きな特徴の他の１つは、ユー
ザがハンドル部６１をつかんで、立てた姿勢の携帯型超音波診断装置１００を収納した携
帯型超音波診断装置用載置台１をバランスよく搬送する（持ち運ぶ）ことができる点にあ
る。即ち、この実施例では、立てて収納される携帯型超音波診断装置１００と本体部６０
との間にハンドル部６１を設けているので、搬送時の前後のバランスが良好となる。
【００２４】
　また、この実施例に携帯型超音波診断装置用載置台１の大きな特徴の他の１つは、この
携帯型超音波診断装置用載置台１に備品装着部８０を設けた点にある。この構造によれば
、搬送時に超音波探触子などの備品も、携帯型超音波診断装置１００とともに搬送するこ
とができる。
【００２５】
　このように、この実施例によれば、ノート型の携帯型超音波診断装置１００の使い勝手
を向上する充電機能を備えた携帯型超音波診断装置用載置台１を提供することができる。
【００２６】
　以下、図１を参照しながら図２から図５を基に、この実施例に係る携帯型超音波診断装
置用載置台１を更に説明する。
【００２７】
　先ず、図２および図３を参照して、携帯型超音波診断装置用載置台１の主たる動作機構
部を説明する。ここで、図２は携帯型超音波診断装置用載置台１の動作機構部の詳細構造
図であり、図２（ａ）が装着部３０に設けられる折りたたみ回転機構部３６の概略図であ
り、図２（ｂ）がベース部１０に設けられる旋回機構部１１の断面図である。図３は、本
発明に係る携帯型超音波診断装置用載置台１の外観図であり、図３（ａ）が平面図、図３
（ｂ）が右側面図、図３（ｃ）が正面図、図３（ｄ）が背面図を示している。
【００２８】
　先ず、図２（ａ）のように、この実施例の回転部３１は、長手方向の１辺に平坦な取付
面３２を備え、この取付面３２と対向する１辺側１３２を、回転動作を考慮して、丸みの
ある形状としている。この回転部３１は、その長手方向の両端に、両側に張り出した水平
回転軸３７を備えている。一方、回転部３１の長手方向の両端を支持する支持部３３は、
その内壁面に前記水平回転軸３７を支持する水平軸受部３８を備えている。この構造によ
れば、回転部３１を水平な姿勢で保持し、かつ、取付面３２を上方に向けた姿勢から、こ
の取付面３２を前方に向けた範囲で回転可能に保持することができる。
【００２９】
　また、この回転機構部３６には、支持部３３と回転部３１との摺動面３９にロック機構
部４０が設けられている。例えば、この実施例のロック機構部４０は、回転部３１の長手
方向に沿ってスライドするロックピン４１と、このロックピン４１の先端部が嵌合する嵌
合穴４２とを含んで構成する。ロックピン４１は図示しないばねにより、その先端部を摺
動面３９に押し当てるように作用させる。そして、回転部３１の摺動面３９の所定の位置
に嵌合穴４２を設ければ、この嵌合穴４２が設けられる位置でロックピン４１と嵌合穴４
２とが嵌合するので、回転部３１を固定状態とすることができる。
【００３０】
　この実施例では、少なくとも取付面３２を上方に向けた位置でロック状態となるように
嵌合穴４２を設ければ、搬送時や収納時に携帯型超音波診断装置１００を固定することが
できる。また、携帯型超音波診断装置１００を水平な姿勢で固定するようにしてもよい。
なお、ロック状態の解除は、ロックピン４１の外側の端部を外方に引っ張れば前記嵌合状
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態を解除することができる。
【００３１】
　図２（ｂ）のように、この実施例の携帯型超音波診断装置用載置台１は旋回機構部１１
を備えている。旋回機構部１１は、ベース部１０の底面に配置された薄い円盤状の脚部１
２を有し、この脚部１２の中心位置に設けられた垂直回転軸１３により、脚部１２とベー
ス部１０とが回転可能に連結されている。
【００３２】
　携帯型超音波診断装置１００の場合、患者が寝ているベッドの横に携帯型超音波診断装
置１００を載置したワゴンを移動させて、操作者が、ベッドの横位置から診断作業を行う
ケースが多い。また一方、患者に取得した画像を見せるケースも多い。従来の携帯型超音
波診断装置では、旋回機構がないために、ワゴンを旋回するなどして、携帯型超音波診断
装置１００の表示装置を旋回させなければならないと言う課題がある。この実施例によれ
ば、携帯型超音波診断装置１００に旋回機構を備えることなく、前記課題を解決すること
ができる。
【００３３】
　次に、図３（ａ）～（ｄ）を参照して、携帯型超音波診断装置用載置台１の外観形状を
さらに説明する。
【００３４】
　図３（ａ）～（ｄ）のように、この実施例ではベース部１０を薄い円盤形状として、そ
の上面の外周にリング状の傾斜面１４を形成している。この傾斜面１４を設けることによ
り、携帯型超音波診断装置用載置台１を接地面に馴染ませるとともに、水平な姿勢の携帯
型超音波診断装置１００を取り付けた状態で、ベース部１０の周囲が邪魔にならない形状
としている。
【００３５】
　ベース部１０の上面には、その長手方向を左右姿勢で設けられる装着部３０と、本体部
６０とを前後に配置されている。これにより、携帯型超音波診断装置１００を装着した際
のバランスを取ったレイアウトとしている。特に、装着部３０は、重量のある携帯型超音
波診断装置１００を装着するため、ベース部１０の中央寄りの位置に設けている。
【００３６】
　また、装着部３０を構成する一対の支持部３３は、両側の傾斜面１４に起立する姿勢で
設けられ、回転部３１は、この一対の支持部３３の間に回転可能に保持される。一方、本
体部６０は、装着部３０の後方に装着部３０より隆起して設けられる。
【００３７】
　この本体部６０は、傾斜面１４の内側に形成される円形の水平面に合わせて、その上面
形状が、傾斜面１４の内側に沿ったリング形状の１／４を占める形状としている。これに
より、本体部６０の後方の形状は傾斜面１４に沿った円弧状の壁面６２が形成され、本体
部６０の前部には凹状の壁面６３が形成される。
【００３８】
　そして、この凹状の壁面６３を利用してアーチ状の握り部を備えたハンドル部６１を設
けている。このハンドル部６１の構造によれば、手を挿入するスペースを確保するととも
に、全体をコンパクトな構造とすることができる。しかも、ハンドル部６１を本体部６０
の前面上部に設けたことにより、本体部６０の上面を備品装着部８０の配置面とすること
ができる。この実施例では、本体部６０をフラット面として、このフラット面に超音波探
触子のケーブルコネクタ１２０を保持する凹状の保持部８２を設けている。
【００３９】
　また、この実施例では、円弧状の壁面６２を利用して、この円弧に沿って移動可能な引
掛具８１を配置している。即ち、この実施例の引掛具８１は、一端に、リングの一部が切
り欠かれた保持リング部８１ａを備え、他端は、円弧状の壁面６２に沿って水平に形成さ
れた取付溝６４にスライド移動可能に嵌合されている。
【００４０】
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　次に、図４と図５を参照して、この実施例に係る携帯型超音波診断装置用載置台１の使
い勝手を説明する。ここで、図４は携帯型超音波診断装置用載置台１の使用状態図であり
、図４（ａ）が携帯型超音波診断装置１００を立てた姿勢で載置台１に収納した状態の側
面図、図４（ｂ）が携帯型超音波診断装置１００を横姿勢で装着した状態の側面図である
。図５は、携帯型超音波診断装置用載置台１の使用状態図であり、図５（ａ）が、載置台
１の引掛具８１に超音波探触子を取り付けた状態の斜視図、図５（ｂ）が引掛具８１を取
付溝６４に取り付けた状態の部分断面図である。
【００４１】
　図４（ａ），（ｂ）のように、この実施例の携帯型超音波診断装置用載置台１に取り付
けられるノート型の携帯型超音波診断装置１００は、薄型の本体筺体１０２に対して表示
装置を備えた蓋筺体１０３を折りたたみ可能とする構造を備えたものである。携帯型超音
波診断装置１００を取り付ける場合は、図４（ａ）に示すように、取付面３２を上方に向
けた状態で取り付けるようにする。この状態で、携帯型超音波診断装置１００の底面が手
前側にくるように取り付ける。ここで、ロック機構部４０は実線で示した立て姿勢でロッ
ク状態とすることで、携帯型超音波診断装置１００の取り付けを容易にすることができる
とともに、搬送（持ち運び）を良好に行うことができる。なお、破線で示すように、やや
後方に傾けた姿勢でロック状態とするようにしてもよい。
【００４２】
　さて、この図４（ａ）に示す収納状態から、ロック状態を解除して、携帯型超音波診断
装置１００を手前に倒した図４（ｂ）に示す状態に変化させれば携帯型超音波診断装置１
００をスタンバイ状態とすることができる。このスタンバイ状態から蓋筺体１０３を開け
ば、携帯型超音波診断装置１００を通常に使用することができるし、旋回させることもで
きる。
【００４３】
　また、図４（ｂ）に示す状態で蓋筺体１０３を閉めれば、携帯型超音波診断装置１００
を扁平な状態とすることができる。そして、図４（ｂ）に示す状態から図４（ａ）に示す
状態に変化させれば、いままで携帯型超音波診断装置１００に占領されていたテーブル面
を他の作業に活用することができる。更に、図４（ａ）に示す収納状態であれば、ハンド
ル部６１を保持して搬送することができる。
【００４４】
　また、図５に示すように、この実施例の携帯型超音波診断装置用載置台１では、超音波
診断では不可欠な超音波探触子１１０などの備品類を装着可能な備品装着部８０を備えて
いる。備品装着部８０は、図５（ｂ）に示すように、凸の円弧状の壁面６２に沿って形成
される取付溝６４に一端をスライド移動可能に取り付けた引掛具８１を複数有している。
超音波診断装置１００の場合、診断作業では複数の超音波探触子１１０を使用する。この
実施例では、複数の超音波探触子１１０を携帯型超音波診断装置用載置台１に収納するこ
とができる。
【００４５】
　例えば、図５（ａ）に示すように、超音波探触子１１０のコードを保持リング部８１ａ
の切り欠き部を通すことで、この超音波探触子１１０を引掛具８１に取り付けることがで
きる。しかも、この引掛具８１は超音波探触子１１０のコード類も引っ掛けて束ねること
ができる。更に、この引掛具８１は、円弧状に沿って任意の位置に移動させることができ
るから、多様な方向からのアクセスが良好である。また、備品装着部８０は、本体部６０
の上面に設けた保持部８２を有し、保持部８２は、使っている超音波探触子１１０をちょ
っと置くのに便利である。
【００４６】
　このように、この実施例に係る携帯型超音波診断装置用載置台１は、ノート型あるいは
、これと類する使い勝手の携帯型超音波診断装置１００に適用することができる。
【符号の説明】
【００４７】
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１…携帯型超音波診断装置用載置台、１０…ベース部、１１…旋回機構部、１２…脚部、
１３…垂直回転軸、１４…傾斜面、３０…装着部、３１…回転部、３２…取付面、３３…
支持部、３４…嵌合部、３５…充電端子、３６…回転機構部、３７…水平回転軸、３８…
水平軸受部、３９…摺動面、４０…ロック機構部、４１…ロックピン、４２…嵌合穴、６
０…本体部、６１…ハンドル部、６２…壁面、６３…壁面、６４…取付溝、８０…備品装
着部、８１…引掛具、８１ａ…保持リング部、８２…保持部、１００…携帯型超音波診断
装置、１０１…後端部、１０２…本体筺体、１０３…蓋筺体、１１０…超音波探触子、１
２０…超音波探触子ケーブルコネクタ

【図１】 【図２】
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